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［論文題名］

2’ー0・Methyl-8・methylguanosineas a Z-Form RNA Stabilizer for Structural and 

Functional Study of Z-RNA 

Z型 RNAを安定化する人工核酸2’－0・メチル・8・メチルグアノシンの開発： Z型 RNAの

構造及び機能研究に応用
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［要旨］

RNA RNA(RNA-DNA）で二重らせんを作るとヘリックスは一般的に右巻きの A型になるが、

CGの組み合わせによっては、ジグザクの左巻き Z型になることがある。Z一間Aはインタ

ーゲロン反応系やウイノレス抑制等に関係している事が知られておりかっ非常に高い塩

濃度によってのみ作られることが知られている。我々はこれまでに Z-DNAを安定的に作

るために、我々は修飾グアノシンが重要であることを突き止め、 C8のメチル化が重要

であることを同定している。そこで此の論文では ZRNAを安定化させるために塩濃度の

検討と、メチノレ化修飾を各部位に入れることで、其の安定性を検討した。

2’－0-Methyl-8・methylguanosineを入れることで生理的な塩濃度での 乙RNAが安定化

し、かっ、 RNA-editingenzyme ADAR 1との結合実験もできるようになった。Z-RNA

の研究がより安定的にできる方法を同定した事で学位に値する内容と認められる。


